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学校経営コースにおける管理職養成の概要

【1 兵庫教育大学のミッシヨンと教職大学院 E 
1 兵庫教育大学の設霞目的

主として現職教員の研究・研鈴の機会を確保するための大学院と初等教育教員の養成を行うための学部

を存し、学校教育に関する実銭的な教育研究を推進することを目的とした新しい教育大学として、昭和5

3年に設官愛された。

その後、大学等における教員養成の改善・充実に資することにより学校教育の質的改苦手・改革に質調えす

るため、兵庫教育大学を基幹大学として、上越教育大学、岡山大学教育学郁、鳴門教育大学の4大学によ

る連合学校教育学研究科(博士課稜)が平成B年に設霞された。

また、より専門性と実践性の高い教員を養成するために、平成19年に学校教育研究科の改組により、学

校指、朝議専攻及び教育実践i高度化専攻が設自愛され、平成20年に教職大学技が設官愛された。

2 本学の強みや特色、社会的な役劉

兵庫教育大学の教員養成分野J士、大学院(現ij被教員再教育)重点化を図指す大学であり、大学院におけ

る現職教員の再教育を行う中核的な機関として、学校現場に密接に関連した実践的な教育研究を行うこと

を慕本的な目標とする。

また、教育委員会等との連携により、教員養成の笈的転換と研修機能の強化を図るとともに、国内外の

学校教育の繰題やニーズを不断に捉え、新しいカリキュラムや教育方法を主体的に改善・開発すること

により、教員養成・研修の先導的モデノレとなる。

3 本学教職大学院のZつの機能

(1) スクーノレリーダー養成

現職教員を対象として、地域や学校における指導的役割lを果たし得る教員等として不可欠な、確かな指

導理論と優れた実践カ・応用力・経営力を備えたスクールリーダーを養成する。

小学校を中心とした新人教員から、カリキュラム、授業づくりや生徒指導について専門性と指導力を

もっミドルリーダーそしてトップリーダーである校長まで、教職キャリアの全段階のスクールリーダー

を養成する総合プログラムとして、また学生定員 100名の最大規模の大学院として、教職大学院の一

つのそデノレとしての役:i!iIJを果たしてきた。

今後は、この実機を基盤に、教科教育や特別支援教育等を取り入れたプログラムや「スーパー校長「特

別支援教育スーパーパイザー」などの「スーパースクールリーダ-Jを養成するよりハイレベルのプログ

ラムを開発・実施する。



(2)新人教員の養成

兵庫県教育委員会等との連携・協働により、学部卒業者(社会人経験者を含む)を対象とし

て、より実践的な指導力・展開カを備え、新しい学校づくりの有力な一員となり得る新人教員を

養成する。

4 教員懇成大学・学部のミッションの再定義

皇霊奥の観点

隠立大撃の教員慈Jit大学・学務については、今後の人口動産塁・数民主事F詩書喜慈襲撃を滋寧え室主的事事小を箇りつつ、認毒事中
等教育を纏う教員の震の向上のため機能強化をZ寄る。
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5 学校経営コースのミッション

， 

盗殺文学
e受諾脅及会と防総学校の入場交認を

沼周Lた喫霊毒殺，1<号修システムの購祭器

務教京大学
お程変，u娘役脅委及会との協箆!日;る
そ刀Z脅窃修め高度化

*喜多数予言犬繁.'"菱重柔寛大家‘繁盛築禽大奇襲
京鮫議豆大学遂傍r:J:る教員銀成礎像診主義化

( 1 ) 兵庫教育大学教職大学院学校経営コースは、学生に対して、学校や教育委員会で活用しうる学

校経営や教育行政の高度な専門性を提供することで、学校経営や教育行政の刷新を支援すると

ともに、学生の充実した教職キャリアの実現に号寄与する。[教育委員会・学校・学生に対する使

命1

(2 ) 現職教員が集まる学校経営コースは、 f理論を実践の統合Jを図り、教員・学生の優れたチーム

ワークにより、教育の諸活動における戦略的突出を図ることで、兵庫教育大学活性化の牽号|者

となる。[国立大学法人兵庫教育大学に対する使命]

(3 ) 学校経営に特化した学校経営コースは、カリキュラムや日々の授業科呂、フィーノレドワーク、

栂互学習、個別指導、自学自習等のあらゆる場面での学びを充実させ、全留の教職大学院の管

理職務成モデノレとしての先導的な役測を扱う。[全閣の教職大学院に対する使命}
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〔2 教職大学院学校経営コースが養成する人材像 t 
学校経営コースが養成の対象としているのは、校長、教頭という単位学校のリーダーである学校終営専門

墜と、指導主率、管理主事といった教育行政の専門職である。学校経営専門職として、次のような力議、す

なわち自主的・自律的な学校経営の下で、特色ある学校づくり(磁力ある学校づくり)を推進するカ盤育成

することが目指している。

1 学校の教育・学習活動の改善能力(教育的リーダーシッブ)

.ビジョン・罰擦を実現するための教育課程経営を推進する能力

.ピジョン・問擦を実現するための生徒指導経営を推進する能力

・教職員の職能開発・成長を促す能力 など

2 学校のビジョン・包擦の創造と共有化の能力

.教育行政・学校経営についての基本知識

-教育に関する政策や改革の動向についての理解

.地域の特性の理解

-学校の特性についての理解

.幅広い教義と教育哲学

・学校評価能力

・コミュニケーション能力 など

3 合理的組織運営能力

-教育法規の知識と応用能力

-機動的な校内組織をつくるカ援(校務分傘、校内人事など)

・学校組織を効率的に機能させるカ盤伐b率的な会議運営など)

.施設・設備の管理能力

・特色ある学校づくりのための予算の編成・執行(学校財務)能力

・危機管理能力 など

4 保畿者胴地域社会との連機構築能力

.日目かれた学校をつくる能力

-学校と地域の教育・学習活動において協働Jをつくる能力(地域人材の活用など)

.学校評議員制度を効果的に運用するカ蚤

-学校情報を効果的に発信する能力 など

2015年4月現在の学校経営コース在籍学生:1年生14名、 2年生23名、合計37名

-保育園l名、小学校10名、中学校8名、詩高等学校14名、特別支援学校l名、数育委員会3名(内私学3名)

・8道府県、 3政令市、私学3法人
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F 学校間三一スれ顧問時収業科目 一寸|
1 共通基礎科目

綴 域 授業科目名 履修時期 単位 種別

教育課程の編成・実施に 特色あるカリキュラムづくりの理論と実際A 1年前期 2 必修

関する領域

教科等の実践的な指導 授業の指導計画と教材研究の演習A 1年前期 2 必修

方法に関する領域 授業での学習支援と指導法に関する察側分析A 1年前期 2 必修

授業における評価の基準作成理論と学カ評価法A 1年後期 2 必修

生徒指導，教育根淡に関 児童生徒の問題行動に関する事例研究A 1年前期 2 必修

する領域 学校における心の教育の実践研究A 1年前期 2 必修

学級経営，学校経営に関 教員のための学校組織マネジメントの実践演習A l年前期 2 必修|

する領域 児2量生徒を活かす学級経営の実践演習A 1年前期 2 必修

学校教育と教員の在り 教員の社会的役割と自己啓発A 1年前期 2 必修

方に関する領域 教員のための人権教育の理論と方法A 1年後期 2 必修

その他の領j~ 人間的成長を促す教育の理論と実践A 1年後期 2 選択

学校における特別支援教育への対応と方法A l年後期 2 選択

教員のための情報処理演習(基礎) 1年前期 2 選択

教員のための{情報処理演習(応用) 1年後期 2 選択

修了要件 (10科目) 20単位

Z 専門科呂

領 域 授業科目名 R霊修時期 単位 種別

教育行財政・法規に関す 教育行財政の制度と運用 1年後期 2 必修

る分野 教育施策の立案と評価 2年前期 2 必修

教育法規の理論と実務演習 1年後期 2 必修

学校組織関発に関する 学校組織すネジメントと学校評価 1年後期 2 必{彦J

分野 教職員の職能開発と研修プログラムの開発 1年前期 2 必修

学校経営実践に関する 関かれた学校づくりの事例と実践演習 2年前期 2 必修

分野 カリキュフムの開発と学校の特色づくり 1年後期 2 必f~

学校危機管理の理論と事例演習 1年後期 2 必修

フィーノレドワーク 学校経営・教育行政実践課題研究 I (* 1 1年後期 2 必修

学校経営・教育行政実験線題研究II(*l 2年後期 2 必f~

修 了 要 件(10科目) 20単位

3 実習科目

授業科 関名 履修時期 単位 種別

学校経営専門職インターシップ 2年後期 10 選択必修

教育行政専門職インターシップ 2年後期 10 選択必修

修了要件 10単位
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【4 学校経首コースでの学修のプロセス E 

2 

年
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期
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年

後

期

年

園 圃 畑一一と分析

.共通基礎科目 (8科目)

.専門科目 (3科目)

.自学自習/宇目:瓦啓発

・個別指導/グループ指導

前

郊

-

年

後

期

l7月 醐欄鱒圃醗融醐鵬棚園・・
-共通基縫科目 (2科目)

・専門科悶 (4科目)

・自学自習/相互啓発

・俄jJlJ指導/グノレープ指導

・補習・補5器

幽園 I一一一一一一I手
.専門科目 (2科目)

.自学自習/相互啓発

・個別指導/グループ指導

・補習・補5昨

9 月 ~1 0月

.専門科目 (1科目)

.自学自笥/相互啓発

・個別指導/グループ指導

.補習・補5芹

|2sJ 幽麟瞬轍踊輔繍輔種繍緬圏
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理論をベースにし、実接への橋渡しをする授業の工夫

F 授業を構成するわの要素と毎時の多聞価 t 
1 .科目や授業を編成・爽施するにあたっての務眼点

1dml 

Z 授業後の自己評価表例(活動評価:アウトプット評価)

評価項目 評価項目の内容・評価の務眼点、

レディネス確保
授業内容の理解と現壌での活用が円滑に行えるレベルにするための率
前・理事後学習や事前線JI.ii提示を行ったか。

1 科目構造
科回全体のねらいを明確に伝え、授業の各回の流れやつながり、それら
の関係性の理解促進を図ったか。

1.授業内容
到透目擦を局指し、シフパスに沿った内容を過不足なく提供。授業内容
の到透目擦に応じた授議室方法の選択をしたか。

2 理論理解
授業で扱う各項目について、理論部分のわかりやすい説明と、発展的な
学習を促進するための情報提供はできたか。

3.現場活用
授業内容を学生の学校現場に転移させるためのメタフア (比喰・例話、
他校事例・企業率例)の活用は十分だったか。

4.学習集回
授業空間での学生の反応や活動に対する適切な対応、グループダイナミ
クスを活用した授業展開や演習の介入は適切だったかc

5 授業技術
学生の理解促進ため、教員と学生との適切な各種コミューケ ション(情
報発信、情報受信、 KR、創造的対話等)をはかったか。

6.教材教具
授業内容の到遠目標に向けて、学生の理解・習得を促進するための効果
的・効率的な教材教主主の提供・活用はできたか。

3.授業評価結果例(成巣評価:アウトカム評価)

評価項目 | 評価項目の内容評価の着服点

内容理解度|授業の内容が理解できた程度

実践活 用皮 j学校現場や教員として活用できる程度
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〔2 授業科目の構造と授業内容"進め方、評価基準を明示 】|

1 オリエンテーション時に、科目の全体象と各授業の位霞づけを提示する

1 r学校経営教育行E 環境

コ¥ 2.学校経営改革

{第四~14 回l

S:戦略

5 学校評価システム

[6~7 回]

組織については、後期

専門科医 f組織すネジ

P-D-C-A 

(学校評価)

3'4 学校組織マネ

0:組織
一

宙

開

一!
 

一
策
一

一
的
一

一
人
一

一

R

一

一

H

で

6.中間・全体まとめ

{第8回1[第15回]

人的資源については、

前期専門科箆 f教職員

Z オリエンテーション時に授業の進め方を援示し、学びを準備させる

導入 ①科目全体のシフパスや全体構造図をmし、本時の佼極付けを明確化

②本日寺の笥擦と進め方の提示

③前回授業の質問に対する回答

展隣 ①理論部分

内容の講義とキーワードの解説/関連情報の提供(資料の配布と解説等)

②演習部分

他人演習

グループ(ベア・トリオ)検討

机閲巡視によるヒント提示とフィードパック

まとめ ①本時のまとめ講義(キーワード磯認)

②発展的な学習のための情報提供

③回の予告と事前学習の提示
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【3 成人の学習理論をベースにした授業展開 】
1 授業は「学習の7段階Jl古来日み寸l~

闘争

( 1 )提示の段階

人が学習を起こすためには、まず、「自分は、これから何を学ぼうとしているのか」といった認識

を持つことが必婆である。つまり、学習テーマを明確に自覚することがないまま、各穫の経験をし

ただけでは、単なる出来事や思い出に終わってしまう可能性が高い。

1磁場の朝礼で「今日は、 00に留:澄して、業務を遂行しよう j と言ったり、時間外の勉強会など

で「これから、 00についての情報交換をします」と言ってから始めるのは、この提示の段階を意

識したものである。

(2 )動機づけの段階

学習テーマを提示した後は、受講生が学習しようとする意欲の喚起、すなわち動機づけが必要と

なる。これから学ぶことによって獲得される内容や成果を示し、学習に対するやる気を高める。

この動機づけの段階をうまくやるためのポイントは、まず、この内容を学ぶことが、自分自身に

とって、何故重要なのかをわからせることある。そして次に、その機会は、今しかないことを理解

させる。そして、受講生にとって、今回の研修が、自分にどのようなメリットをもたらすかを納得

させることが大切となる。よく、研修会の冒頭に、幹部I隊員やや人事部長の講話があるが、これな

どは動機づけの役割を来たしていると考えられる。

(3 )注窓の段階

動機づけの次の段階は、これから研修する内容の重要ポイントに注意を集中する段階である。こ

こでは、今回学ぶ内容の全体像を伝えることがまず必要になる。また、受講さ主自らに学習目標を設
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定させ、学習の「心的機えj を形成させることも有効である。

学習内容に注意を集中させるためには、重要ポイントを 3つから 5つくらいに絞ることが有効で

ある。アレモコレモと欲張らずに、コレダケは確実に学ぶとのE重点化が研修をより効果的なものに

する。

(4)習得の段階

この段階では、新しい知識や技能が習得される。研修では、講義のような教示型技法、グループ

演習スタイノレの栂教観技法、そしてシミュレーションゲームや歩行ラリーといった体験裂技法があ

り、それぞれに習得させる学習内容が存在している。

また、視聴党教材や討議、発表といった方法は、習得する内容の記憾の保持率を高める工夫であ

り、短期約な記f惑を長期的な記長霊として保存するためのものである。

(5 )再現の段階

再現の段階は、習得された内容を正しく理解し、適切な行動がとれるかを実際にやらせてみる段

階である。いうなれば、受講生に練習問題を解かせ、学習の程度を磁認、すると同時に反復させるこ

とにより溜得した内容を定務させる。

再現の段階とは、研修において、練習照慾や事例研究をさせることで、習得した内容を確固たる

ものにする段階である。

(6 )転移の段階

転移の段階は、研修で学習した内容が、実際の場面で活用できるように橋渡しをする段階である。

習得段階で学習した内容を、実際の場面や現実の課題で演習させることで、学習内容のさらなる定

着を目指す。

研修では、研修の終盤に、今回習ったことを、自分の職場や自分自身の行動lこ!照らし合わせて、

行動計画として記述させることがよくあるが、これなどは、転移の段階を意識したものだと蓄える。

(7)強化の段階

受講生が習得した内容をより定務させ、実行に移させるために、再現や転移の出来ばえを本人に

フィード、パックし、lEしい行動にはプラスの評価をすることにより強化することが必要である。逆

に、間違った理解や行動については、マイナスの評価を伝え、その内容を消去するとともに、lEし

い内容をもう 度習得させる。

これが、強化の段階であり、以上の学習の 7ステップを踏むことで、人は学習会している。した

がって、時間がないからといって、いずれかの段階を省略したりすると、かえって、学習がおこら

ず、非効率になったりする。

(浅野良一「研修技法の理論と実践j消防大学校/消防研修 83号平成 20年より)

9 



2 理論の説明は、 R-El去かE-R;:去か工夫する

( 1 ) rノレーレッグ法Jにおける有意味受容学習

有意味受容学習とは、橋渡しゃ水先案内のような材料を手がかりに、新たな知識を意味のあるものと

して受容していく学習の住方である。ノレーレッグ法による学習は、実例の前に ruleとしての知識を付与

することになるため、受講者は受動的な学習となりがちである。

ところが、ある率:柄を学習する場合に、それが既に持っている知識とどのように関連しているかがわ

かれば容易に理解できる。また、全く新しいものであれば、それらを関係づけるような何らかの枠緩み

(全体像を示す図や全体の流れ図等)が与えられるとわかりやすくなる。つまり、全体的な意味を理解

するためには、橋渡しゃ水先案内のような役割を果たすものが必要となる。この橋渡しゃ水先案内のよ

うな役割lを「先行オーガナイザー」という。

先行オーガナイザーとは、研修内容の学習促進に役立てるため、先立って提示される主存続的な材料の

ことを言い、本総への接点的な役割を担う。これによって、受講者の段階的に理解を進めていくことが

できる。この「先行オーガナイザーJには2種類ある。

ひとつは、「捻示オーガナイザーJで、学習内容が受講者にとって未知の場合に、新しい内容の概絡を

示すという形の準備としての提示されるもの、もうひとつは f比較オーガナイザーJと呼ばれ、学習し

てもらいたい内容と類似の内容をすでに学習済みの場合に、新!日の内容を比較して、その差異について

提示することである。

受講生が比較的経験の浅い、あるいは、研修内容が受講生にとって未知の領域である場合、「ノレーレッ

グ法j における有意味受容学習が効果的である。

(2 )エグノレーノレ法における発見学習

発見学習とは、受講者に多くの具体的率例や実例 (example)を示し、演習や意見交換等の経験のさ監

を与えたあと、そこに、これまで見過ごしがちであった原理・原則 (rule)を滑察させ、受講者自らに

発見させる学習である。

エグルーノレ法による学習は、気づかせる学習となるため、「発見学資j的になる。また講師が提示した

情報を受識者が加工し、仮説や推察によって法剣を発見することを重んじる。すなわち、受講者の自発

的・主体的学習活動が毒事重され、学習のプロセスを重視する方法と言える。

研修参加者の先行経験が量豊富で、研修内容について、受講生がかなりの情報を持っている場合、「エグ

ノレーノレ法」 における発見学習が効果的である。

ブルーナー (Bruner，J.S.)は、発見学習の有効性について、①内発的動機づけを高める、②記憾の保持

が高い、③一般的な発見方法・技術を学ぶことができる、③学習した内容の理解を深め、知的能力の増

強につながる 4点をあげている。

「研修綾i去の環論と実践j消防大学校/消防研修83号:平成 20年)
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3.一般教育学 (PEDAGOGYlと成人教育学 (ANDRAGOGYlとの濃いを意識する

Pedagogyとは、ラテン語の fpaid一子jに fagogus一指導」をつけたもので、子どもに対する一

般的な教育学である。一方、 Andoragogyとは、 faner一成人Jfこ fago伊 s一指導Jで、成人の学習

理論に基づいた成人教育学である。

成人教育学は、経験のある大人を対象にした教育学であり、学賞者は明確な自己概念を持ち、自

己主導欲求が強い fi3B主導的学習者Jと位置付ける。したがって、学習者の経験は焚震な学習資

源として認E議される。学習者相互の交流にカ点が鐙かれ、そのやり取りの中で、問題解決のプロセ

スを踏み、答えを発見する。

また、組織開発のコンサルタントであるブレーク&ムートンは、集団力学を活用した学習の援の

設計と運用の工夫として、中日教教育学:Synegogy (synergos-共同+agogus一指導)を提唱した。

[PedagogyとAndoragogyの比較表]

----PEDAGOGY (一般教育学) ANDRAGOGY (成人教育学)

. SelfIdentityは未確立 -確立された SelfIdentity 

学習者の自己概念 -学習者は依存的で教師が学童~~易 -学習者は明確な自己概念を持ち、

面の中心 自己主導欲求が強い

-受容的学習者 . i3己主導的学習者

学習者の経験の役割 -ほとんど重要視されない.教師の -学習者の経験は1t]重な学習資源と

経験や教材の内容に重点 して認識される.学習者相互の経

験交流に力点が霞かれる

学習者の準備状態
-生物的発遼を前提とした発逮評思 -社会的役割による発達誹趨

(Readiness) 

学習への動機づけ -外発的動機>内発的動機 -外発的!fiIJ機く内発的動機

学習成果の活用 -延期された応用(未来での活用)
-応用の即時性

(現夜から未来にかけての実践)

学習への方向づけ -教材、教科中心 -照題解決中心

研修技法 -誘導型 -発見型

(麻生裁「生涯学習論j放送大学 1989)
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4 演習場面における介入のパ告ーンを使い分ける

研修等において、自己主導的な学習である成人の受講生の学びを支援するためには、複数名が討議し

て進める方式、いわゆる「グループ演習j での講師役の関与の住方が重要になる。

グループj寅溜への介入として、第 1に「内容」に介入するか「過程j に介入するか、第2に介入は「指

示的」か f非指示的」かをクロスさせ、 4つに分類される。また、介入しない f非介入Jもありえるの

で5つの介入パターンがある。

{介入の5つのパターン]

介入方法

指示的 非指示的

(Directive) (Non-Directive) 

内容 演習における内容街のアドバイス等 演習における内容面の暗示・ヒント

介入対象
(Contents) 等

プロセス 演習における討議過程への指導・助 演潔における討議過程への暗示・ヒ

(Precess) 言等 ント等

非介入

(肯定的な姿勢・サイン)

( 1 ) r内容」に「指示的Jに介入する

グループ波留における討議がテーマから外れていたり、演習のゴーノレイメージがない場合に、演習テ

ーマを再確認し、波留ゴーノレの内察やキーワードを教えるなどして誘導する。

(2) r内容Jに「非指示的Jに介入する

グ、ノレープ演習における討議が混乱している場合、淡資ゴーノレの内容やキーワードを暗示したり、ヒン

トを与えるなどして、討滋内容を数理する働きかけを行う。

(3) r過程Jに「指示的j に介入する

グループ演習における討議方法が間違っているさ雪合や、全く動きのない場合等に、討議方法や発言の

ノレール等を指導・助言する。

(4) r過程j に「非指示的Jに介入する

グループ演習における討議が不活発な状態にあったり、発言機会のないお客さんが発生している場合

に、討議室を円滑に行えるようなヒントや暗示を与える。

(5) 非介入

意図した状態でグループ演習が行われている場合には「非介入Jもよい。ただ、グループ演習を見な

がらうまくいっていることを感じさせる肯定的なサインを出す。
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【4 活用できる理論宇多〈提供し自学自習を促進する 】

1 .組織変革ステップの理論(1 ) 

ナドラー (1995) * 1 コッター (2002) * 2 シャイン (1985) * 3 

1 診断 1 危機意識をi留める 1 解凍

2 変革推進のチームをつくる

2 ビジョンの明確化と連携の構築 3 適切なビジョンをつくる

4 変革ビジョンを周知する

3 行動 5 メンバーの告発的行動を促す 2 移行(変化)

6 短期的成果を生む

4 整理統合と仕上げ 7 変革を進め、根づかせる 3 再凍結

5 変革の維持

* 1 : Nadler，D.A， Shaw，R.B.& Walton，A.E. r不連続の組織改革」ダイヤモンド社 (1997)

* 2 : Kotter，J .P. rジョン・コックーの企業変革ノート」日経 BP社 (2004)

* 3 : Schein，E.H. r組織文化と Fーダーシップjダイヤモンド社(1989)、Schein，E.H.r組織心理学j岩波

警庖 (1966)

2. 組織変革ステップの環論 (2)

森田 (1984) * 4 古川 (1990) * 5 

「組織づくりの基本ステップJ 「構造こわしの実践プ口セスj

1 現状の的確な把握(診断)と問題意識の共存的機成 1 変革準備

2 あるべき姿を設定し、計画的組織づくりのための計菌作成 2 変革導入

3 組織づく切の実践と自主的組織作りの動きの定着 3 変革実践

*4 森悶一寿「経営の行動科学」福村出版 (1984)

*5 古)11久敬「構造こわし~組織変革の心環学~J 誠{言霊安房 (1990)

3. 組織変革ステップの理論 (3)

野中郁次郎 (1985) * 6 

1 トップによるゆさぶりとビジョンの提示

2 ミドノレによる戦絡的突出

3 変革の連鎖反応

4 新しいパラダイムの確立

* 6 野中郁次郎 f企業進化論」日本経済新聞社 (1985)
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【5-1 事例提示で実践での活用のための橋渡しをする ーゴ|
1 -1目ミッションステートメント率例(小学校)

・使命(閉ission)

l 自学・自治・創造の精神に満ち、心身ともに健やかで、正しく判断し実践できる子どもの育成に努める

とともに、よりよい社会の形成者として、心愛かでたくましく生きる人間作りをめざします。

-3重点率項(Task) 

1|よく遊び、よく学ぶ子を育てます(自学)

21めあてを持ち 互いに鍛え合う子を育てます(自治)

3 I工夫してっくり出す 心豊かな子を育てます(創造)

-中心価値・行動規範(CoreVa I ue) 

l わたしたちは 太陽のような明るさと 太楊のような優しさと 太陽のようなエネルギーをもって

教育活動にあたることに全力を尽くします。

その実現のために

常に授業力の向上に全力を尽くします。

常に一人残らず笑顔で過ごせる仲間作りに全力を尽くします。

常に地域に爽献し地域とともにある学校作りに全力を尽くします。

1 -2. ミッションステ…トメント謬例(中学校)

・使命(聞ission)

-私たちは、人閉幕事重の精神を基盤にして、墜かな心と確かな学カをはぐくみ、たくましい実践力をも

っ生徒の育成を図ります。

-私たちは、保護者との連携・協力と子どもの成長にかかわる様々な研修の機会の提供により、家庭の

教育カの向上を支援します。

-私たちは、地域のコミュニティにおける一組織として、学校のよさを生かしながら、「まちづくりビ

ジョンj の実現に寅献します。

.1重点率項(Task)

1 l 陣カの向上| 学力の向上に向けて、授業の充実、自学自習の学潔習慣の育成、特別支援教宵の共

通理解と生徒支援活動の充実を図ります。

2 保3産者との緊密な連携・協カと信頼関係の構築 学校だより、学年だよりなどによる情報提供や、

保吉護者会、 PTA行事などの情報交換の機会を充実させ、保護者との緊密な連携・協力と信頼関係

の構築を図ります。

3 健康の保持増進の意識イ国 「まちぐるみ健康プフンJの推進に向けて、朝食欠食ゼロ遜動に取り組

みながら、健康の保持増進の意織化を図ります。

-中心価値・行動規範(CoreVa I ue) 

v (V此ality) いつも明るく元気な姿で子どもたちに接します。

S (Specialty) 常に教師としての専門性を磨き続けます。

o (Originality) 創造性あふれる魅力ある教育活動を提供します。

P (Personality) 個性豊かな持ち味のある教師集包を目指します。
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2. SWOT分析事例(高等学校)

外部環境の支緩的要図 (0)

-伝統校として認知され地域から学校に対する苦情

が非常に少ない。

・地域からの要望もそう高くないため、 J思い切った教

育活動が金商できる。

・市の中心駅より徒歩 15分程度の地理的条件にあり、

全県一夜になった現在、より広絡聞から生徒の獲得が

可能である。

-教育熱も商く「進路jをテー7 にすると保談者も学

校に来てくれる。

-地域の経済・産業を支える中小企業に若手の OB.
OGが多い。

・通学路の途中にコンベンションセンターがあり、予

算があれば様々な教育活動に活用できる。

-家庭の転入・転出がほとんどなく、生徒は安定した

人間関係の中で学校生活を送れる。

・学校側が立案する学力向上に隠する企聞には教育員

会も支援的である。

外部擦墳の阻害的要悶 (T)
・通学路の周辺に百食f苫やカラオケボックス等があ

り、誘惑が多い。

・学校吉事長議長や外部評価委員に適切な人材がいないた

め、外苦防当らの刺激に欠ける。

・思春期にありながら、生徒と保護者の関係が良好な

家庭が多く、生徒が最大限のカを発揮する前に係主護者

が甘やかしてしまうケースがある。

-裂が多数存在し、中には学校の指導に批判的なもの

もある。

15 

内部環境の強み (s)

.3万5千坪を超える広大な敷地にホール、体育館2

つ、グラウンド4菌、トレーニングルーム、弓道場が

あり、土地・施設を利用した様々な活動を渓関できる 0

・会普通教室主にネットワークに繋がった PCとプロジ

ェクタが設自愛されており、デジタル教材を活用した魅

力ある授業が可能な環境にある。

-普通教案にエアコンが完備されていて、J:休み中の

学習指導が快適な環境で行われる。

. 1年生の数学と英語で 20人稼皮の少人数指毒事を実

施しており、基礎学カを細かく指導できる。

-経験室量箇な 30代後半・ 40代の教諭が多く、ミドノレ

リーダーを養成しやすい。

-教師が教科指導ノウハウを持っている。

-生徒数がおよそ 960人の大規模商であり、燦々な

人間関係の中で生徒は成長できる。

・新入生の部活動力日入率が 7密lを超え、放課後も活

気がある学校である。

・言語直な生徒が多く、教師の指導に乗りやすい

・まじめな教員が多く、熱心に指導している。

・学校裁盈予算制度の導入により、教諭が学校経営に

参E罰するチャンスがま菌え、新たな特色作りも可能であ

る。

内部軍需墳の弱み何乃

-教育相談室が職員室の前にあり、またカウンセフー

も月に l回しか来校しないため教育相談体制が弱い0

.教師どうしが爽任の所在を明確にしない。

・優等生的な教員が多いが、新たな提案等を行うよう

な創造的な仕事に対する意欲が低い。

・学校の広報活動が組織として行われていないロ

.生徒指導に教諭によっての混度羨が出るロ

・外部の限を意識することが少なく、教諭の社会的規

範意識も低下している。

-絞終的な決定件は校長にあるとは言え、学校文化に

より分委主主任が互選で決まってしまい校長の経営方

針が浸透しにくい要素がある。

・教科主任が輪番市lのため、会議での意思決定が停滞

することが多い。

・進学校として授業力向上に向けてのシステムが構築

されていない。

・大人しい生徒が多く、主体性、覇気に欠ける。



【5-2 実務家教員との協働により実践活用の橋渡しをする

1 .内容分担オムニバス

=今 15回の授業を、その内容を担当する最も適した教員が担当する。

2. グランドホテル方式

司 15回の授業のほとんどを、研究者数員の「講義・演習j と、実務家教員の「実践の視点Jを並行

して笑織する。

凶 日 授業内容(研究者教員 70分) 実務家教員 (20分)

6 5/26(月) 4.学校組織マネシソント実践トレーニング(5) 6教職員との隠係づくり

-ピグョンを実現する組織と人づくり

7 6/2(月) 5.学校評価実践トトニング(1) 7教職員の担当・自己鐙の実際

-重点事攻の具体化と評価指標づくり

8 6/9(月) 5.学校評価笑践トトエンター(2) 8.校長の意思決定の実際

-学校評価PDCAシステムづくり

9 即時(月) 1.学校経営・教育行政の理念と制度(1) 9教育委員会との関係づくり

-公教育・教育行政の理念と君主義

10 6/23(月) 1学校経営・教育行政の理念と制度(2) 10教職員の人事異動の実際

-教官行財政・教育線程行政・人事行政

3. 実務菌を 1時限に重量約したオムニパス方式

=今実務家教員の f実践の視点」を、 15問中の 1時限に集約して実施する

4 授業の中の演習部分の傭別アドバイスを 2人で担当

-これまでの取り組みの結果評価

学生の評価(理解皮・実践活用度)は、グランドホテノレ方式が最も潟く、授業満足度・学習理解

度・実践活用度のいずれも高い。ただ、教員サイドの授業実施の難度(内容の盤合性や授業での

時間管理等)ものグランドホテノレ方式が最もi高い。伺じオムニバスでは、集約オムニバス>内容

分担オムニバスである。
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;~ トピックスの解説により実践活用の橋渡しをする | 
00燥での高校入獄採点ミス

高校入試における採点ミス問題を綴織マネジメントから考える

組織すネジメントの領域のひとつに、リソース・マネジメントがあり、航空各社や電力会社等で

は、安全運航や安全遜転のために、パイロットや遂事芸員のヒューマン・ファクターに注目した訓練

プログラムを開発している。前任の産能大学で、全日空、合併前の日本エアシステムのCRM(コ

ックピット・リソース・ 7 ネジメント)や東京電力のヒューマン・エラー防止の訓練プログラムの

研究開発に携わった経験から、 fSHELLモデルj が今回の入試事務改泰のヒントになると思う。

.SHELLモデノレとは

KLM (オランダ航空)が開発した、ヒューマンファクターを理解するためのモデルで、①S(ソ

フトウエア)、②日(ハードウエア) 、③E(エンバイロンメント.D器廃) 、④L(ライブウエア・当

事者) 、⑤L(ライブウエア・他者)の 5つの領域に分けて、ヒュー7 ンエラーを検討する。

SHELLモデル

図のまん中に当事者自身を表わすLivewareがあり、周辺を凸閉したタイノレで表現し、この凸凹が人

間の諾特性(知識の盤や賀、生理的限界、認知的特性等)を表わしている。そして、ヒュー7 ンエ

ラーは、この中心にある Livewareの凹凸とそれを取り囲む各要素の凹凸がうまくかみ合っていない

ところに発生すると考える。(以下略)

入試事務の場合を考えると、 5つの領域のそれぞれについては、次のような内容が検討されるべきである。

5つの領域 | 検討すべき内容例示
Softwa四 (S) I採点基準、採点手続き、採点スケジュール、採点マニュアノレ、ミスチェ

ツクシステム等
Hardware (日) I答祭の採点欄や小計樹、集計する電卓、採点に使う色鉛量産、採点結果を

入力する PC、模範解答等
Environment(⑪ |業務潔主主である採点する場所、レイアウト、照明、騒音、時間等

Livewa四 (L:当事者) I当惑者の心身状態や知識、技術的問題(疲労、ストレス、重要性の認識、
退屈、自信、ポカミス等)

Liveware(L :他者了一|採点基準のすりあわせ方法、点検の際のコミ三五手二予云ヲ:例外主主項
の検討、管理職の監怒方法(権威勾配)、チームの機能等
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〔 校内研修教材配布により実践マの活用の橋渡し去する 】
SWOT分析の校内研修での活用のために

.SWOT分析を校内研修で実施する場合、その目的に応じた進め方が必要です。

[初級編}

活用例 活用のポイント 実施後

1 発想法(プフス思考) 良い点を探すプフス思考の発想、法の ただやれば OK。

のトレーニング トレーニングとして。

2 教職員のコミュニケ 教1議長岡のコミュニケーション、特 教職員の感想を一百メモで惑いて

ーションの活性化 に他の学年や教科等との接点が少な もらい、校内使習で紹介等。

く、情報の共有化どころか、まずは、

教職員が共通した話題で円滑なコミ

ユニケーションをとるため。

[中級編}

3 教職員の教育活動や わが校の強みを把握し、それらを活 自分自身の教育活動に活用できる

各種取り組みの工夫 用した教員偲々人の教育活動の工夫 点をメモで響いてもらい、校内便り

を促す際。 で紹介等。

4 わが校の特色づくり わが校の強みを把援し、それらを活 わが校の特色ある活動の点検と新

用したわが校ならではの教育活動を たな取り組みを学校ぐるみで検討a

展開するアイデアを検討する際。

[上級綴]

5 学校のおかれた状況 次年度に向け、教1議員が参聞して学 学年や分議室(小規模校は全員)で実

の共有化 校のビジョンを考える際に、わが校 施し、感想をJJ，~り合わせる。

の内外環境を把握するひとつの方法

として活用。

6 わが校の重点事項の わが校の内外潔境の強み・弱みを分 学年や分傘(小規模校は全員)で実

検討のための分析 析に、次年度の学校ピジョンにおけ 施し、課題克服だけでなく、強みを

る盛事項を検討する際。 生かしたE重点事項や重点事項を具

体化した取り組みのアイデアアを

出す。ミッション探索が前提とな

る。

.7'"キストは、文部科学省HPにモデノレカリキユフム版があり、授業で扱ったものとは、Ilir習シートが異

なりますが、下記のアドレスからダウンロードできますロ

http://www.mext.go.jp/b menu/shingilchousa/shotou/025/houkoku/0基051201.pdf

-文部科学省HPにモデノレカリキュフム版で実施する進め方等を後述します。上記の (4) (5)あたり

のやり方です。研修で使用するテキストページは、 4-1~4-23 です。

.3図シリーズ

第 1田 SWOT分析の実施 90分司初級編 4-1~4-17 

第 2回 SWOT分析のまとめ 90分=今中級編 4-10、 18、 19

第 3回 SWOT分析の活用 90分司上級編 4-20~4-23 
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@ 
理論と実践をつなぐケースメソッド方式の事例研究

【1 ハーバード式ケースメソッドとは 】E

1 ケースメソッドの概要

本格的な率:例研究がケースメソッドである。ケーススタディがシカゴ大学で開発されたことから「シ

カゴ方式Jと呼ばれるのに対し、ケースメソッドはハーバード大学で生まれたため「ハーバード方式」

と呼ばれる。この技法は1908年、エドワイン・ F・グレイ教授が考えたもので、当初は、法律学や医学

の授業などに使われていたが、第 1次世界大戦後、経営環境の変化にともない、マネジメントスクーノレ

や企業内で総合的管理能力の開発を目的に活用されるようになった。日本では1956年(昭和31年)に、

慶応大学のビジネススクールで、 1961年 (DB和36年)に日本生産性本部で実施されるようになった。

この方式は具体的事例を提示し、その事例の問題点、は何か、原因はどこにあるのか、その対策は何か、

といった手)1演で討議し、参加者の線題形成カや解決力・判断力を高めていくことをねらいとする。

2 ケースメソッドの特色

ケースメソッドは、経営上で起こった専門的問題を取り上げるため、管理者や経営者扇、あるいは将

来の幹部候補生が対象となる。また、繰題形成カや解決カ・*1]断力を必要とするゼネラノレスタップにも

適した技法である。

ケーススタディが小苦手例や短縮率伊!など比較的短い事例を用いるのに対し、ケースメソッドは20~30

ページにも及ぶ、複雑で長文の若手例を用いる。また、ケーススタテPィが第三者の立場で考えるのに対し、

ケースメソッドは事例の当率者の立場で考えるという途いもある。

ケースメソッドの効果としては、次のことが期待できる。

・常に変化する環境下で発生する新しい問題への対応能力が高まる0

・経営分析や問題分析などの経営感覚、経営~l感覚がi高まる白

・多数の事例を体験させることにより、理論の実銭への橋渡しを体得できる。

・問題解決の手順や技法が体得できる。

・自発的な発言や思考を通じて、前向きの行動力・挑戦力が開発できる。
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〔2 実践課題研究で使用するケース例 (2012年度年度 -

第1il露大間1守堺市立浜寺小学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

子どもの学力向上に活かすカリキュラムマネジメント

第2]話広島県世羅町立tlt緩小学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 1 

地方における小学校統廃合についての考察

第3:1者愛知媒i高浜市立高取小学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 43 

学校評価を基軸とした学校経営の推進

第4尊重福同県人女市立凋山小学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63 

戦略的な学校運営 roから学びの共同体を中心とした学校をつくるJに学ぶ

第5宝章埼玉県深谷市立深谷中学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 83 

特別支援教育の視点に立った学校教育の推進

第6:1露 大仮府立今宮i関等学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 103

外発的学校改善要求を構成員の献身的態度で内発的な学校改善意欲に変換する

第7i露大阪府立松原i高等学校・.. . . . . .. ........ ..・・・・ 125

生徒も教員もともに主体的に学び、優しいチカラで地域に寅献する学校

第8重量学校法人大坂産業大学大坂柄藤中学校高等学校・・・・・・・・・・・・・ 145

校長のリーダーシップから学ぶ私学経営手法

第9率広島j県立福山誠之鎗i鴎等学校・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 6 5 

民間人校長による学校改革の視点と教員育成

第10傘大阪府立柴島i高等学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 185

人権教育から地減と共に成長している総合学科i衛校

第 11童話和歌山県立向|湯高等学校及び和歌山県立桐蔭高等学校・・・・・・・・・・ 205

併殺型中高ー爽教育校における 6年間を見通した中高連携の在り方を探る

第 12翠大阪府立茨木高等学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 225

f事変沢なノイズJがあふれでいる、生徒を伸ばす学校のこれからを考える

第13寧京都府立城賎支援学校・.. .................・・・ 245

学校経営計画を基にしたプロジェクトによる学校改革の取り組み

第14翠福岡県春日市教育委員会・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . .・・ 267

教育委員会活性化と学校の自律化に向けた取組

第 15:1者福岡県春日市教育委員会・.. . . . . . . . .. .......・・ 289

コミュニティ・スクールを通して見る学校との関係構築のあり方

第16主主兵庫県豊岡市教育委員会・.. . . . . . . . .. ..... .・・ 309

小中連携の施策を通じた学校と教育委員会(事務局)の協儀IJ体制の確立に向けて
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【4 ケースメソッドの進め方①【現状分析ー改善実う而型-

1 I 情報収集 学校や教育委員会のケースを読み、

現状を把握するとともに、問題点を

[事前学習.個人1I洗い出す。

4二」
2 問題発見 事前学習で洗い出した問題点を整

理し、 KJ i去を活用して構造化す

[グループ演習I る。また、問題の中で、解決のため

3 課題形成 に手を打っと決めたものである線

題を明確にする。

[グノレーフ句討議]

4 課題討議 各グループの作品の発表後、各グノレ

{全体討議]

ープが欄としたテーマを中心に、|

全体で討議する。

」二ユF

5 解決方策検討 本ケースの課題解決に向けた方向

性や具体的方策を検討する。①問題

[グループ討議] の原図書ど解決する方策、②促進婆悶

を開発・活用する方策、③F且答要因

を逓減・回避する方策等がある。

6 改善・改革スアップ 改蕃方策の関係を整理する。また、

検討 3年間の改善・改革ステップを検討

[グループ討議} する。

7 改善・改革案討議 各グループの作品の発表後、 3E

(①有効性、②効率性、③実現可能

{全体討議] 性)観点で評価し、全体で討議する。

4二L
8 I現イ壬校・教育委員会|今回のケースメソッドの流れを現任

の改善幸・改革方策の|校で実施し、学校・教育委員会の 3

検討[個人演習1 I年間の改善チャートにまとめる。

よ~
9 I現任校・教育委員会!修了時に、現任校の校長や教育委員会

の改善寺・改革方策の|幹部の関係者に発表し、評価・フィー

評価 |ドパックを受ける。

23 
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同

-評価・フィードパック

・授業の中で学生や教員から

の評価・フィードパック 0

・公開授業のポスターセッシ

ョンで、外部来場者からの評

価・フィードパック。

-現任校・教育委員会で実践

修了後、作成した改善・改革

方策をもとに実践。



〔5 ケースメソッドの進め方②【成功要因探索圏分析製】 】

1 I候補校・教育委員会|現任校・教育委員会改善のヒントが

検討 |あると思われる司王例研究校や教育委

員会の候補を探察・検討・決定する。

ょユ
2 I情報収集 j事例研究校・教育委員会について、

各種データや訪問ヒアリング等によ

ID叫 |り調査(情報収集)する。

4ユ
3 I現状把握 j 収集した情報を塁整理し、他人が読ん

でわかるようにまとめ、事例研究

[In伽 m批ionl I校・教育委員会の現状を把握する。

よユ
4 分析・考察 なぜ、事例研究校・教育委員会は成

果があげたか、成功要因について、

持論を展開する。また、事例研究校・

教育委員会の次の一手は何かについ

[Intelligence I て提言するロ

[率後】 よエ
5|適用・転移 |事例一

現任校や教育委員会への改警に役立

[Applyl |っと恩われる率項を整理する。

[率後] ι 
6 補足・発展 現任校の改善に役立つキーワード

(例:小中-j壁、地域本部等)につ

いて深堀りの学習をし、成果を補足

[Growl 的に整理しておく。
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。.発表

繰題研究時に、個人発表・鍵

疑応答・意見交換する。

立
-事後のグループ学習

他の学生や数民も交えて、グ

ノレープでの自主学習を行う。

ι 
.事後の発展学習

。 I~??立主:ょっ



@/ 
より実接的な力量形成に向けたフィールドワーク

【1 教宵行政・学校経営に関するフィールドワーク E 
本コースの教員が関与している教育委員会(教育センター)での各種卒業(研修講座も含む)に参加し

て、より学校経営や教育行政での実践的カ掻形成を目指す取り絡み。自主参加で運営している。

2015年度に実施する予定のものを一部紹介する。 (2014年度は約 100件)

1 教育行政に関するフィールドワーク

( 1 ) 教育委員会の事業の点検・評価

AY果、 B市、 C市、 D市、 E市

(2) 教育委員会の事業推進の支援

F市:小中一焚、 G市・教育振興計臨策定、 H市・学力向上、 1j!j!， :教職員育成、 Jj!j!，:若手

数良育成、 Kf行.幼小中連携、 L県:ベテラン教員活性化

2 学校経営に隣するフィールドワーク

( 1 ) 学校評議員会・学校関係者評価委員会

長田高校・北摂三岡高校・舞子高校・窓塚京高校・柏原商校・加古川北i高校、小野高校、小野工

業扇校(兵康!巣立)、北淀高校・械の木高校(大阪府立)、伊丹市東中学校他小中学校(兵庫県他)

(2 ) 各稜研究指定運営委員会

兵庫県立加古川京高校 (SSH)、神戸市立議合高校 (SGH)、兵庫県立西脇高校 (SPH)

(3 ) 学校活性化支援(校内活性化プロジェクト・授業力向上プロジェクト等)

M府立i高校、 N県立高校、 0)県立i窃校、その他小中学校(兵庫県他)

(4) 教育委員会実臓の研修会参加(組織マネジメント、人材育成、学校評価等)

兵庫県、大阪府、京都府、和歌山県、神戸市、大阪市、京都市、兵庫県内各市、鳥取県、島根県、

岡山県、山口県、広島県、高知県、広島市、山口市、教良研修センター、東京都、埼玉県、神奈

川県、栃木県、横浜市、静岡県、愛知県、石J111果、三重県、静岡市、浜松市、北海道、秋田県、

仙台市、福岡県、佐賀県、大分県、宮崎県、熊本市

(5 )学校への視察訪問

秋田県、福井県の小中学校視察を予定

(6 ) その他(行政部局等)実施の管理者研修会やプロジェクトに参加

島根県(県グループリーダー)、 Y市立病院財政健全化

(7 )学校の第三者評価

小 1、中 1、高校 1校を予定(例年2-3校実施)
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--竺川ワーク事例(学校の第三者評価IHIlII年度高校)】E
1 視察目的

学校の第三者評価手法の活用により、授業改善の状況を中心に据えて、①生徒(学習状況・生活

状況)や②教職員(教科指導・進路指導等)、そして③学校運営・システムの現状を視察し、「良い

点Jr改善寺すべき点・気になる点Jr良い点をさらに伸ばす方策・アイデア・気になる点を改善す

る方策・アイデアJを報告することで、学校の改善に資することを目的とする。

2 視察の務自民点

改善すべき点・
良い点をさらに伸ばす方策・アイ

良い点 デア・気になる点を改善する方
気になる点

策・アイデア

生徒
学習状況

生活状況

教科指導

-授業改善状況

費
生徒指導

進路指導

-学力向上対策

その他

運国
組織運営

研修・職能開発

シ -教員の指導力向上

ス 環境整備・安全管理
ア
ム

連携・情報公開

その他(例:校風・特色)

3 スケジュール

時間 場所 参加者

7:30 登校風景観察 校長・教頭

8:25 あいさつ

8:35 学校運営ビジョン説明 校長・教頭・事務長・学力向上対策室長

学校概要説明 校長・教頭・事務長・学力向上対策室室長

9:30 授業参観 校長・教頭

教頭

11:30 ヒアリング 1 教務主任

生徒指導主事
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進路指導‘主事

企箇広報室長

学力向上対策室長

生徒代表

生徒代表

学年主任

12:50 ヒアリング2 教育相談室長

PTA役員

若手教員

若手教員

15:10 点検委員の打ち合わせ

16:00 管理職との商談 校長・教頭・事務長

4 評価者

・大学教員 2名

・現職教員 16名(j潟校6名、中学校4名、小学校6名)

5 報告審

・総評/領域毎のコメント/具体的コメント回全職員対象に報告会実施

6 具体的コメント伊IJ (一部)

じて
良い点をさらに伸ばす方)ff.ア

良い点 改善点・気になる点 イデア・気になる点を改善する

方策・アイデア

生 学 [概ね良好な授築規律] {慈見発署長持の声の小さ 【積極的な慈見発表!こ向けた統

習 -授業中の私諮はほとんどなく、 さ】 一的な指導】

後 状 集中して教姉の話を闘いてい -生徒の発表の声が全体 -生徒が発言する時の芦が小さ

況 る。①②③ に小さく聞き取りにく い場合はもう一度大きな声で

-ベア学習やグループ学習にも い。その結果、生徒の発 言い直しさせる。状況に応じて

意欲的に取り組んでいる。①③ 言内容が生徒間で十分に 生徒の発言を教師が繰り返し

-教科書率、副教材等忘れ物をし 共有されていない。①② たり、要約したりして、生徒の

ている生徒は見当たらない。③ -生徒は指名されて発言 発言内容が他の生徒にしっか

-普通科、商業科、情報経理科 する際に、教室全体に関 りと伝わるようにする。③

とも授業に意欲的に取り組んで こえる戸で説明するとい -自分の考えを他の人に分かり

いる。③ う意識が希薄である。① やすく伝えることを生徒に窓

-プリントやノートに学んだこ -鍵聞に対して、センテ 殺させ、芦の大きさや筋道を立

とをきちんと怒く習懐ができて ンスではなく単務のみで てて説明する方法等について

いる。 E重要な点を見やすくする 回答している生徒が目立 指導する。①

工夫もしている。①③ つo ① -授業で発表する場面では、単

.，恩2図の小テストにより自主学 誌ではなくセンテンスで話す

習の習'殴化が進んでいる。① ように学校全体で指導する。①
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-教師からの問いかけに自発的、

綴極的に答える姿勢が見られ [教室の学習環境の乱雑 【学習環境改替のための統一し

る。①③ さ】 た取り組み】

-始業のチャイムが鳴る前に務 -机と机の聞の床に生徒 -机防巡視を行いやすいように

席して授業の準備をしている。 のカバンや教科書害等が乱 教室の学習用具のE整理数1演を

③ 雑に霞かれている教室が させる。①②③

あり、机関巡視に支持言が -廊下の自学自習用の机に蛍光

【際平均を上聞る家庭学習状況】 生じている。①②③ 灯を設霞して見やすくする。①

'D&Dノートに学習状況を記録し -廊下に霞かれた机で学 -生徒会が中心になって、年間

ている。③ 習する際、天候や時間帯 数回の「教室美化コンテスト」

-全学年の平日の家庭学習時間 によっては照度不足が気 等を実施し、各クラスの生徒が

が県平均を上回っている。③ になる。①③ 更に教室の美化を意識するよ

-予習復習等の家庭学習は概ね う促す。③

できている。③ -空き教室を利用し、個別密習

【2年次の学習時間の滅 実を士弱やすことで、 3年生以外

【意欲的な学習態度} 少] の生徒も下校時刻までの時間

-休み時間や放課後に熱心に繰 • 1年生より2年生の方が を有効利用できるようにする。

Ji!.!jに取り組む姿が見られる① 家縫学習時間が短い。③ ③ 

-京都大学、東京大学、名古屋

大等への学校見学を実施し、学 【家庭学習増加と器本的生活習

習議欲向上につなげている。② 慢の確立]

. i築試等の成綴を掲示すること 【議著書習慣がない生徒の多 • 2年生での家庭学習時間減少

は生徒にとって勉強への料激に さ】 は大きな線旦重である。生徒アン

なっている。③ -月に1t11lも本を読まない ケート等の認査を実絡し、対処

-個別自習室で下校時間ぎりぎ 人が普通科で111名、商t青 策を検討する。③

りまで勉強している生徒がい 科で33名もいる。籾誘惑 .D&Dノートをさらに活用す

る。③ の時間以外は本を読まな ることで就寝・起床・勉強時

-廊下に音量かれた机を活用して、 いという生徒が多い。③ 間を固定して規則正しいさ主

生徒向土が勉強を教え合ってい 活習程変を確立する。③

る。①

【談番習f震の確立に向けたヱ

【銃撃習慣確立に向けた取り組 夫】

み】 「クラスごとに本を滋ばせて

-靭 10分間の読惑タイムを設 1冊の本を決め、全員で読むJ

けている。③ 「統護霊感想文を惑かせ、読んだ

-統霊安習懐形成のための啓発を 感想をグループで語り合うJ

行っている。③ 「優れた感想を教員が選ぴ務

い冊子lこするj等の工夫を取り

[教師と生徒の良好な倦頼関係] 入れる。③

-教姉の指導に生徒が素直に従

っている。教師と生徒の信線照

係が十分に形成されている。①

③ 
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学校経営コースの修了生進路

1 201 3年度修了 (16名)

入学前 修了後、 l年目 修了後、 2年目

l 特別支援学校主幹教諭 l県教育委員会主任指導主事[異動} 問左

2 高等学校数総 現任校教諭 (1学年主任) 県教育研修所[異動]

3 小学校教諭 現任校教諭(教務主任) 同左

4 小学校教諭 統合した小学校教諭[異動} 同左

5 路等学校主幹教諭 現イ壬校主幹教諭(総務部長) 別のi菊校教頭[異動・昇任}

日 小学校教頭 市教育委員会学校教育課室長[異動] 同左

7 小学校教頭 町教育委員会教育次長{異動・昇任} 問tr_

8 市教育委員会指導主事 市教育委員会学校教育課係長[昇任] 同左

9 高等学校教諭 別の高等学校教頭{具!fVJ1 同左

10 中学校教諭 現任校教諭(学年主任) 同左

11 小学校教諭 県教育委員会小中学校課管理主事{異動】 同左

12 中学校教諭 別の中学校教諭{異動] 間左

13 i高等学校主幹教諭 別の川高等学校主幹教諭{異動I 同左の商校教頭[昇任]

14 !県教育委員会指導主率 高等学校教諭[異動1 県教育委員会主査[異動・昇任]

15 i萄等学校主幹教諭 現任校主幹数官官J 別のi萄校教室賀[異動・昇任]

16 私立言語等学校高'1校長 系列の大学専任諮師 問左

.2014年度修了(教機大学院学校経営コース) (1 6名)

入学前 修了後、 1年目

1 L県教育委員会管理主率 田了教育委員会副課長[異動・昇任]

2 中学校教諭 別の中学校主幹教諭[異動・昇任1

3 i萄校主幹教諭 現任校主幹教諭

4 小学校教頭 県教育委員会00数育事務所{兵動}

5 !均等学校教諭 現任校主幹教~

6 中学校教諭 市教育委員会指導主率[異動]

7 中学校教諭 別の中学校教諭[異動1

8 小学校教諭 現任校

9 小学校教諭 操教育委員会00事務所指導主事[異動}

10 i高校主幹教諭 現任校主幹教諭

11 路校主幹教諭 lll1の商校教頭[異動・昇任I
12 中学校教諭 市教育委員会指導主率[異動}

13 i認校主幹教諭 別の潟校主幹教諭{異動1

14 特別支援学校教諭 現イ壬校主幹教諭[昇任]

15 中学校教頭 県教育委員会総務教育課主査{異動・昇任}

16 i衛校主幹教諭 現イ壬校主幹教諭
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長露!IIニューリーゲ一瞬棒お15年度鼠

。。。

日
1鰯 2期 構韓内容 舗考

謹

時 9:20-10:20 !日サ40-12:曲 13: 10-14:30 14ぬ-16:10 16:30-17:30 
閥

5/13 5120 内 関摺式
{構韓) (璃習} {講麗) (講轟}

日 教宵改革と学技指導者に 教宵誼革と宇佐経営謀題 学校組踊マネジメント 学技組織マネジメント

目
(本) {本) 翠 オリエンテーション

求められる力量 の瞬瞳化 とは同時 とは持品吻

揖 住宅麗教育文明・兵庫県教
医庫教帯主活 長揮県教霊 医庫教膏文~ 医庫教宵大雪

2量 醤

時
2∞-10:20 10:40-12ω 13:10-14:30 14:50-16:10 16:30-17:50 

関

2 
5/14 5/21 肉 {講習}

(講習) (講習)
{摺韓・事制紹介) (遺習)

自 学桂軽歯ピ予ヨンの構聾 学校経営ビジョンの構聾

自
(本} (本) 富 学校現壌の分析

① @ 
学投票轄の改蕃 学枝葉藷の改蕃

闇
兵庫県教霊 長圏際教霊 兵庫理教霊 兵庫理教蚤 兵庫県教墨

瞳

時
9∞-10:20 10:40-12∞ 13:10-14:30 14:50-16:10 16:30-17:30 

間
{講轟)

(璃習)

~ 15/15 (構軽) (講習) (講習} 体調・いじめ際圏と対応
5122 内

危擢管理能力を高める 学校経営と危器官理の翼 学技経営と危撞管理の喪 マニュ7).の活用につい
いじめ際題と対応マニ

~I(金) {金J 容 ニェアルの活用について
目 !こlま 際(事俄碕究)① 際[事闘硯究}② て

調
医庫教膏大雪 兵庫課教霊 兵庫県教聾 兵車操教墨 兵嘩県教聾

隊

時 9:30-10:30 10:50-12: 10 13: 10-14:30 14:50-16:10 16:30-17:印 1期
間 京器市立中

4 1 6/8 (講習) (講習) {揖韓) {事綴尭韮)
(パネル) 提立干種高

6/15 向
芳器管理関保法現提躍 芳器管理随時法規喪躍 カリキュラム鰯琵と地場 カリキュラム関尭と地瞳

カリキュラム綴尭と地
日(月] [月) 事

講習① 車普② との連揖協鴎の考え方 との連醜協酷の事樹尭韮
培との謹構協闘の重詰 2摺

目 に向けて 京器市立小

謂
長擁県教聾 兵庫県教聾 援車教宵大強 医理教宵文議 医庫融膏大習

宍粟市主子撞

B事
時 9今回N 問 20 10:40-12∞ 13: 10-14:30 14:50-16:10 16:30-17:30 
間

{講習}

~ 1 619 6/16 内
{議轟} (議轟) {縞轟) 教駿見出S卒園・育成講

主体総括
自(火) 伏) 容

学技評圏システムの活 教総見の機能翻尭の翼 教際員の辞騒・育成シ 習『録画・曹成義Jの
1'111書式

自 用 践 ス子ムの理解 作成と薗陵町ロールブ

レイ
購

Ili庫教育大笥 Ili麗教育大~ 保庫教室露兵露県 兵庫課教霊
協庫敦賀文明・兵庫

関 県教霊

加
調
瀬
勢
調
糊
輝
静
止
細
溝
「
汁
嘩
掴
議
事
事
〔
場
崎
】



中央教育審議会初等教育分科会説明資料

チームとしての学校・教職員の在り方に関する作業部会(第7回)

管理職養成に関する学校経営コースの取組

平成 27年4月 21日

浅野良一(兵康教育大学)


